
都道府県名 提出数 都道府県名 提出数

01北海道 4 24三重 0

02青森 0 25滋賀 20

03岩手 0 26京都 62

04宮城 0 27大阪 19

05秋田 0 28兵庫 8

06山形 36 29奈良 61

07福島 0 30和歌山 0

08茨城 0 31鳥取 0

09栃木 0 32島根 0

10群馬 0 33岡山 0

11埼玉 0 34広島 0

12千葉 81 35山口 1

13東京 21 36徳島 0

14神奈川 10 37香川 0

15新潟 0 38愛媛 0

16富山 0 39高知 1

17石川 0 40福岡・佐賀 25

18福井 13 42長崎 0

19山梨 18 43熊本 0

20長野 0 44大分 0

21岐阜 0 45宮崎 0

22静岡 0 46鹿児島 61

23愛知 35 47沖縄 0

合計 476
県連数 17

○ 大阪民医連 

11 月 20 日に大阪社保協主催で「介護保険制度改悪

反対学習決起集会」が開催され、大阪民医連よりケ

アマネジャーが多数参加しました。①ケアプラン有

料化②要介護 1.2 の総合事業へ移行③原則２割負担

④自治体インセンティブについて問題点や運動の提

案がされ、ケアマネジャーより「要介護認定の結果

が出るまでにかかる時間が長くなっている」と報告

されました。 

 

○ 鹿児島民医連 

「介護の日」に合わせて鹿児島市、霧島市、南九州

市の 3 つの地域で総勢 87 名が参加し、「介護保険制

度、介護処遇改善署名行動」を開催しました。 

 

 

 

お忙しいところ、多くの皆様にご協力いただきありがとうござい

ます。17 県連 476 件の報告が寄せられました。男女共に 75 歳～85

歳の事例が多く、要介護 1・2、独居などの条件で困難事例が多くな

る結果となっております。現在、精査しております。詳しくは後日

報告させていただきます。また、お手元に報告用紙がある方は至急

全日本民医連事務局まで送ってください。 

 

12 月 5 日に厚生労働省第 87 回社会保障審議会介護保険部会が開

催されました。今回の部会でも次期制度改正に向けた「取りまとめ

（案）」は示されませんでした。 

 

12 月 5 日に厚労省と懇談を行い

「介護保険制度の次期見直し等に対

する要望書」を提出しました。全日

本民医連理事の加藤久美さんから、 

「もともと、高齢者の相談は行政

が行っていた。今は公的責任を民間に委ねている。それを有料に

することは許されない。」と訴えました。 

 

 

-無差別平等の介護と福祉を- 

STOP! 介護改悪  
2019 年 12 月 10 日発行 No.12 

鹿児島民医連 


